
 

 

 

 

 

 

 

１学期終了。２学期もまた頑張ろう！ 
 ４月、５月の休校が何やら遠いできごとのように感じます。学校が始まってわずかしか経

っていないのか、もう８月に入っているのでそれなりに経ったのか。３０年以上培われた体

内時計に抵抗し、その都度年度末から逆算して、自分を調整していくのはなかなか大変です。

生徒・保護者の皆様も気疲れしたことでしょう。何はともあれ１学期が終了し、短いですが

夏休みに入ります。健康に留意し、事故に注意して過ごしましょう。 

（１）朝の時間を大切にしてみよう。 

 私の家の近くに大学があるのですが、毎朝そこの陸上部の選手が１人～数人で走っていま

す。爽やかな挨拶を交わし、清々しい気分です。また菜園に行くと既に何人かの人生の先輩

方が作業をしています。犬の散歩や親子でジョギングされている姿にもよく出会います。昼

間動けない暑さですので、皆さん朝の時間を大切にしているなぁと感じます。せっかくの休

み、ゆっくり寝たいという気持ちもわかりますが、朝の時間を大切にできれば健康的だし、

１日の時間の使い方が有意義なものになると思います。 

（２）離れて暮らす方がいたら、便りを出してみよう。 

 遠方に田舎があるけど帰省しない、今年はコロナの影響でおじいちゃん、おばあちゃんと

会えないなど、離れて暮らす方がおられたら、暑中見舞いなどを出してみてはどうでしょう。

ちょっと絵を入れて、絵手紙などにするのも素敵ですね。 

（３）８月１５日という日を少し考えてみよう。 

 宗教云々の話ではなく、お盆の日はご先祖様に思いを馳せたり、お墓参りをしたり、戦争

で亡くなった方々に黙とうを捧げるのも良いと思います。今ある命に感謝し、平和への決意

を新たにする日にしてはどうでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

明石市立二見中学校              2020(令和 2 年)8 月 7 日 

二見中だより  第１３

８月１３・１４日は、全市的に学校閉鎖となり、平日ですが電話は繋がりません。緊

急連絡が必要な場合は、明石市教育委員会学校教育課（９１８－５０５５）にご連絡下

さい。また、部活動については、各部顧問にご確認下さい。 

☆ひょうごっ子 相談 24 時間ホットライン☆ 

心配なこと・悩んでいること・学校のこと…… 

＜電話相談＞ 365 日 24 時間 通話料無料 固定電話 携帯電話  

０１２０－０－７８３１０（なやみいおう） 

体操服登校を 

選択できるようにします。 
２，３年生は知っていると思いますが、昨年までも体育大会練習期間中は、体操服登校に

していました。本年度はそれに加えて、２学期開始が早まるため、以下のように対応します。

また制服も可にするなど選択の幅を広げました。注意点も併せて確認し、各自で健康に留意

した服装を考えてみましょう。 

昨年度まで 項目 今年度変更点 

体育大会練習期間 期 間 

8/17(始業式) 

～９/１２（体育大

会） 

体操服のみ 登下校時の服装 制服 又は 体操服 

特に設定していない 更衣の時間 設定する 

【注意】 

(1)アイネームは忘れずにつけましょう。 

(2)汗をたくさんかいた後の体調管理のため、なるべく着替えを用意して更衣をしましょう。 

（３）何か相談事がありましたら、担任の先生に相談してください。 

 

学校だよりの文章は・・・時々難しい漢字

や読み方があるなぁ、と気づいている人は素晴らしい人です。実は普段からそ

れを心がけて文章を作っているからです。 

「中学生として書けたり、読めるようになっていてほしい漢字」「少し難し

いけど読めたり、書けたらかっこいい漢字」「教科書には出てこないけど、世間

ではよく使ったりする漢字や読み方」などを意識して使っています（今号だと下線を引いて

ある語句がそうです）。ですから「どう読む？」「どういう意味？」と感じた人は一歩進んで

調べてみてください。実はそれこそが勉強なのです。小・中学校時代、「どう読むのですか？」

と聞きに行っても、多くの先生方の答えが「自分で調べてみ。」でした。きっと時間の流れが

緩やかだったからそんな答えもできたのでしょう。「教えてくれたらええやないか、めんどく

さいな。」と陰でブーブー言いながら、学級文庫の辞書を引くのが常でした（学級に辞書があ

るのが当たり前でした）。しかし今思えばそれが良かったのです。当時の先生方はそうして「辞

書の引き方」「自分で調べる、解決する力」を伸ばしてくれていたのだと思います。教室で授

業を受けていることだけが勉強ではありません。 

 皆さんも、「はて？」と思ったときに“調べる”習慣をつけてみてく

ださい。今なら昔よりずっと楽なはずです。それはいつしか、とてつ

もない力となって、自分に蓄積されていることに気づく時が来るでし

ょう。 



 


